
T i m e  S c h e d u l e

講義

討議

討議17：00 - 

入所

課題演習

15：30 - 

オリエンテーション・開講式

13：30 - 15：00

1
月

15
日
／
月

1
月

16
日
／
火

9：00 - 12：00

自治体法務の基礎

広島大学大学院人間社会科学研究科教授・

広島大学法学部教授

折橋　洋介  氏

株式会社ぎょうせい
法令コンテンツ事業推進部法令編集課長兼
法令例規事業部法制ソフト課担当課長

松尾　弘子  氏

17：00 - 17：45

課題演習

13：00 - 17：00

法制執務の基礎

法の体系、条例・規則に係る基本的な

事項、地方公共団体の法務事務におい

て留意すべき点等に関する講義を通

じ、自治体法務の基礎について学びま

す。

法令の形式と構成、法令文の表現、法

令の一部改正等に関する講義及び演習

を通じ、法制執務の基礎について学び

ます。

演習班に分かれて、講師から出題され

た課題について、グループ討議を行い

ます。

行政法その他法に関する基礎的知識、基本的な立法技術等に関する講義、条例の
改正演習等により、基礎的な法務能力を身に付けます。

なお、研修受講の前提となる基本的知識の習得を目的として、ｅラーニングによる事
前学習を行います。

日程 令和6年1月15日(月)～1月19日(金) (5日間)

対象
市区町村職員　中堅職員以上

定員 70名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和5年11月7日(火)

場所
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

法令実務Ａ（基礎）③

※法務事務（条例又は規則の改正事務等）について実務経験が１年未満の
職員を対象とします。

講義・演習

令和5年度 専門実務課程

市町村職員中央研修所　研修部

TEL 043-276-3126 FAX 043-276-8484 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

申込方法
※当研修所ホームページの「募集中の研修」より申込みを希望する科目を選択し、

｢電子申込み｣で申し込んでください。（「電子申込み」が難しい場合には、「研修　
受講申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸにより送信してください。）

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※当研修所では感染症の感染防止のための措置を講じた上で、研修を実施しています。



講義

T i m e  S c h e d u l e

M E M O

9：00 - 12：00

課題演習

13：00 - 17：45

課題演習

9：00 - 12：00

地方分権と条例

地方分権改革に伴う自治体の条例制

定権の変化等を概観した上で、今後

の自治体法務の在り方を展望しま

す。

講師から出題された課題について、

班ごとに討議結果を発表し、講師に

よる講評等を受けます。

12：10 -

修了式

横浜国立大学大学院国際社会科学府教授

板垣　勝彦  氏

横浜国立大学大学院国際社会科学府教授

板垣　勝彦  氏

武庫川女子大学経営学部教授

金﨑　健太郎  氏

討議

発表・講評

講義

討議

討議

9：00 - 14：10

行政法の基礎

法律による行政の原理、行政法の一般

原則、行政行為、行政救済法等に関す

る講義及び演習を通じ、行政法の基礎

について学びます。

14：25 - 17：00

課題演習

17：00 - 17：45

課題演習

横浜国立大学大学院国際社会科学府教授

板垣　勝彦  氏

横浜国立大学大学院国際社会科学府教授

板垣　勝彦 氏

株式会社ぎょうせい
法令コンテンツ事業推進部法令編集課長兼
法令例規事業部法制ソフト課担当課長

松尾　弘子  氏

株式会社ぎょうせい
法令コンテンツ事業推進部法令編集課長兼
法令例規事業部法制ソフト課担当課長

松尾　弘子  氏

1
月

17
日
／
水

1
月

18
日
／
木

1
月

19
日
／
金



T i m e  S c h e d u l e

講義

講義

講義

討議

討議

17：00 - 

入所

課題演習

課題演習

15：30 - 

オリエンテーション・開講式

13：30 - 15：00

1
月

15
日
／
月

1
月

16
日
／
火

9：00 - 12：00

観光振興による地方創生
～デスティネーションマネジメントの
基礎と実践手法～

ＤＭＯ推進機構代表理事、

兵庫県立芸術文化観光専門職大学教授

大社　充  氏

長野市総務部職員研修所長、
元市町村アカデミー教授

西山　雅文  氏

13：00 - 14：10

地域観光事業者との関係づくり

観光による地方創生を考える上での現

状と課題を踏まえ、日本版ＤＭＯを核

とする観光地経営や観光マーケティン

グの基礎的な手法について学びます。

14：25 - 15：35

15：50 - 17：45

郷土の食文化を活かした観光戦略
～ガストロノミーツーリズムがもたらす
経済的効果～

一般社団法人ＯＮＳＥＮ・

ガストロノミーツーリズム推進機構理事長

小川　正人   氏

地域の自然、食、伝統文化、景観など

をありのまま旅客に提供することが、

いかに魅力的な体験であり、地域経済

に波及的効果をもたらすのかを再認識

し、その実践方法を学びます。

地域に根ざした観光振興を促進する上

で欠かせないステークホルダーとの関

係づくり等について学びます。

数人の演習班に分かれ、モデルとなる

自治体の観光戦略について自主的なグ

ループ討議を行います。

地域観光資源の発掘及び活用の手法、効果的な地域ＰＲのための広報戦略、地域
事業者との関係づくり、インバウンド観光等に関する講義、演習等により、観光地域経営
や観光マーケティングの実践能力の向上を目指します。

日程 令和6年1月15日(月)～1月19日(金) (5日間)

対象 市区町村職員　中堅職員以上

定員 60名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和5年11月7日(火)

場所
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

観 光 戦 略 の 実 践

令和5年度 専門実務課程

市町村職員中央研修所　研修部

TEL 043-276-3126 FAX 043-276-8484 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

申込方法
※当研修所ホームページの「募集中の研修」より申込みを希望する科目を選択し、

｢電子申込み｣で申し込んでください。（「電子申込み」が難しい場合には、「研修　
受講申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸにより送信してください。）

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※当研修所では感染症の感染防止のための措置を講じた上で、研修を実施しています。



T i m e  S c h e d u l e

M E M O

9：00 - 10：35

地域の魅力発信の手法

10：50 - 14：10

インバウンド観光の展望と地域活性化

9：00 - 12：00

課題演習

演習班で討議した成果を全員の前で

順次発表し、質疑応答や意見交換を

行います。その後、講師から講評を

いただきます。

インバウンド観光の現状と展望、イ

ンバウンド観光の回復に向けて、備

えておきたいこと等について学びま

す。

12：10 -

修了式

一般社団法人地方ＰＲ機構代表理事

殿村　美樹  氏

株式会社やまとごころ代表取締役

村山　慶輔  氏

ＤＭＯ推進機構代表理事、

兵庫県立芸術文化観光専門職大学教授

大社　充  氏

討議

討議

9：00 - 15：35

地域観光資源の発見と活用、
そして実践に向けて

地域に眠る観光素材を掘り起し、具体

的な観光商品化をするための効果的な

手法について講義と演習を交えて学び

ます。

効果的な地域のＰＲをするための、自

治体による広報戦略について学びま

す。

14：25 - 17：45

課題演習

15：50 - 17：45

課題演習

帝京大学経済学部観光経営学科教授

大下　茂  氏

1
月

17
日
／
水

1
月

18
日
／
木

1
月

19
日
／
金

発表・講評
講義・演習

講義

講義



T i m e  S c h e d u l e

講義

講義

討議

討議

17：00 - 

入所

課題演習

15：30 - 

オリエンテーション・開講式

13：30 - 15：00

1
月

15
日
／
月

1
月

16
日
／
火

13：00 - 15：35

文化芸術分野における
効果的な広報・コミュニケーション

いわき芸術文化交流館アリオス支配人（副館長）

長野　隆人  氏

15：50 - 17：45

課題演習

ニーズに応じた質の高い取り組みを企

画するとともに、十分な集客を実現す

るための広報について、興味を持って

くれる層を育てていくことも含め、実

例から学びます。

9：00 - 12：00

ポストコロナ時代における
文化芸術による地域の活力創出

合同会社文化コモンズ研究所代表

吉本　光宏  氏

教育や福祉、地域創生等の様々な分野

で大きな効果をもたらした国内外の事

例を通して、ポストコロナ時代におけ

る地域の活力創出につながる文化芸術

のあり方を学びます。

数人の演習班に分かれ、各市町村が直

面する課題をテーマとして、自主的な

グループ討議を行います。

文化芸術活動のまちづくりにおける意義、文化施設の活用方策、人材活用等に関す
る講義、演習等により、文化芸術を活用しながら地域社会の活力の創造を図ることにつ
いて学びます。

日程 令和6年1月15日(月)～1月19日(金) (5日間)

対象 市区町村職員　中堅職員以上

定員 40名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和5年11月7日(火)

場所
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

文化芸術の活用による
地域社会の活力の創造

令和5年度 専門実務課程

市町村職員中央研修所　研修部

TEL 043-276-3126 FAX 043-276-8484 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

申込方法
※当研修所ホームページの「募集中の研修」より申込みを希望する科目を選択し、

｢電子申込み｣で申し込んでください。（「電子申込み」が難しい場合には、「研修　
受講申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸにより送信してください。）

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※当研修所では感染症の感染防止のための措置を講じた上で、研修を実施しています。



T i m e  S c h e d u l e

M E M O

9：00 - 10：35

事例紹介①

9：00 - 12：00

課題演習

各班の討議結果を、全員の前でレ

ジュメを用いて順次発表し、質疑応

答や意見交換を行います。その後、

講師から講評をいただきます。

先進的な事例に学び、地元での実践

のヒントを得ます。

12：10 -

修了式

株式会社東急文化村執行役員・マーケティング部長

荒木　久一郎  氏

13：00 - 14：10

事例紹介③

14：25 - 17：45

課題演習

神奈川県伊勢原市歴史文化推進担当部長兼

教育総務課・歴史文化担当課長

立花　実  氏

10：50 - 12：00

事例紹介②

サントリーパブリシティサービス株式会社

合同会社文化コモンズ研究所代表

吉本　光宏  氏

講義

討議

討議

9：00 - 12：00

文化芸術の意義と活用

文化芸術の必要性、これまでの日本の

文化政策の経過のほか、人口減少によ

り縮小する日本社会においてこそ求め

られる文化芸術の活用について学びま

す。

公立文化施設の役割と意義、指定管理

者制度導入の課題と展望、文化施設の

運営と評価、それに携わる職員の育成

等、地域の文化施設のマネジメントを

学びます。

13：00 - 17：00

文化施設のマネジメントと行政の役割

17：00 - 17：45

課題演習

劇作家・演出家

平田　オリザ  氏

有限会社空間創造研究所代表取締役

草加　叔也 氏

1
月

17
日
／
水

1
月

18
日
／
木

1
月

19
日
／
金講義・演習

発表・講評

レクチャー＆フォーラム

レクチャー＆フォーラム

レクチャー＆フォーラム



T i m e  S c h e d u l e

講義

講義

講義

討議

討議17：00 - 

入所

課題演習

15：30 - 

オリエンテーション・開講式

13：30 - 15：00

1
月

22
日
／
月

1
月

23
日
／
火

9：00 - 10：35

職場リーダーの役割

14：25 - 15：35

自治体ＤＸ推進の現状

10：50 - 14：10

アンコンシャス・バイアス

リーダーの役割を認識するとともに、

自らが目指すべきリーダー像を具現化

するためには何が必要かを学びます。

無意識の思い込みを自覚して、一人ひ

とりがイキイキと活躍する現場づくり

をめざしたマネジメント方法を学びま

す。

今後の業務の進め方や働き方、組織体

系に大きく影響するＤＸについて、推

進の目的や方向性を学びます。

15：50 - 17：45

課題演習

演習班に分かれ、各市町村が直面する

課題をテーマとして、自主的なグルー

プ討議を行います。

リーダーの役割、コミュニケーション力の向上等に関する講義、演習等により、職場の
リーダーに求められる能力の向上を目指します。

日程 令和6年1月22日(月)～1月26日(金) (5日間)

対象
市区町村職員　中堅職員以上

定員 60名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和5年11月7日(火)

場所 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

職場のリーダー養成講座

令和5年度 専門実務課程

市町村職員中央研修所　研修部

TEL 043-276-3126 FAX 043-276-8484 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

申込方法
※当研修所ホームページの「募集中の研修」より申込みを希望する科目を選択し、

｢電子申込み｣で申し込んでください。（「電子申込み」が難しい場合には、「研修　
受講申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸにより送信してください。）

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※当研修所では感染症の感染防止のための措置を講じた上で、研修を実施しています。

新潟県教育長

佐野　哲郎  氏

一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所講師

平　美和  氏

ナレッジネットワーク株式会社代表取締役社長

森戸　裕一  氏

※今後、係長等として活躍が期待される中堅職員を対象とします。



T i m e  S c h e d u l e

発表・講評

M E M O

9：00 - 12：00

組織の危機管理

17：00 - 17：45

課題演習

9：00 - 12：00

課題演習

班ごとに討議結果を発表し、質疑応

答や意見支援を行います。その後講

師による講評等を受けます。

コンプライアンス、公務員倫理の保

持、公の組織の職員に求められる社

会的責任の重要性を学ぶ。

フォロワーシップ理論を理解して

リーダーシップとの関係性を学び、

フォロワーとしての役割と重要性を

学ぶ。

12：10 -

修了式

有限会社エンカツ社代表取締役社長・

横浜国立大学リスク共生社会創造センター非常勤講師

宇於崎　裕美  氏

13：00 - 17：00

フォロワーシップ理論と実践

滋賀大学経済学部教授

小野　善生  氏

討議

講義

討議

9：00 - 15：35

コミュニケーション能力とコーチング
職場のリーダーに必要とされるコミュ

ニケーション能力とコーチングについ

て、ロールプレイを行いながら、それ

らの手法について学びます。

15：50 - 17：45

課題演習

Harmonie代表、キャリアカウンセラー

中村　真理  氏1
月

24
日
／
水

1
月

25
日
／
木

1
月

26
日
／
金

講義・演習

講義・演習

新潟県教育長

佐野　哲郎  氏
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講義

講義

講義

討議

討議

一般社団法人コード・フォー・ジャパン

17：00 - 

入所

課題演習

15：30 - 

オリエンテーション・開講式

13：30 - 15：00

1
月

22
日
／
月

1
月

23
日
／
火

9：00 - 10：10

デジタル社会の実現に係る国の動向

総務省地域情報化企画室

東海大学政治経済学部教授

小林　隆  氏

17：00 - 17：45

課題演習

10：25 - 14：10

行政のデジタル化の意義と課題

データ活用の推進

デジタル社会の実現に係る法制度や国

の取組み等について学びます。

デジタル社会形成の意義や行政デジタ

ル化の現状・課題、デジタル化に係る

体制整備・人材育成等について学びま

す。

GovTech推進コンサルタント

石塚　清香  氏

14：25 - 17：00 データ活用の意義・必要性やオープン

データの推進、データ活用の事例等に

ついて学びます。

数人の演習班に分かれ、各市町村が直

面する政策課題をテーマとして、自主

的なグループ討議を行います。

日程 令和6年1月22日(月)～1月26日(金) (5日間)

対象 市区町村職員　中堅職員以上

定員 60名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和5年11月7日(火)

場所
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

行政のデジタル化の推進②

令和5年度 専門実務課程

デジタル化の意義や行政手続きのオンライン化、データの利活用、情報セキュリ

ティ対策等に関する講義、演習等により、行政のデジタル化の推進に必要な専門的

知識の習得と実務遂行能力の向上を目指します。

市町村職員中央研修所　研修部

TEL 043-276-3126 FAX 043-276-8484 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※当研修所では感染症の感染防止のための措置を講じた上で、研修を実施しています。

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

申込方法
※当研修所ホームページの「募集中の研修」より申込みを希望する科目を選択し、

｢電子申込み｣で申し込んでください。（「電子申込み」が難しい場合には、「研修　
受講申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸにより送信してください。）
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1
月

26
日
／
金

M E M O
9：00 - 12：00

情報セキュリティ対策

13：00 - 14：10

事例紹介
（デジタル化と住民サービス向上の取組み）

14：25 - 17：45

課題演習

9：00 - 12：00

課題演習

各班の討議結果を発表し、質疑応答

や意見交換を行います。その後、講

師からの講評等をいただきます。

情報セキュリティの意義や個人情報

保護、リスクへの対応、具体的な情

報セキュリティ対策等について学び

ます。

デジタル化と住民サービス向上・地

域活性化に取り組んでいる事例につ

いて学びます。

12：10 -

修了式

合同会社ＫＵコンサルティング代表社員

髙橋　邦夫  氏

東海大学政治経済学部教授

小林　隆  氏

講義

討議

討議

1
月

24
日
／
水

1
月

25
日
／
木

9：00 - 12：00

自治体DXの推進と
今後のシステム導入・活用のポイント

自治体DXの必要性や進め方の留意

点、システムの調達・導入マネジメン

トや具体的な活用のポイント、ベン

ダーとの関わり方等について学びま

す。

課題演習班とは別のグループに分かれ

て、各自治体の現状や課題について自

由に情報交換・意見交換を行うことに

より、業務改善のヒントを得ます。

13：00 - 15：35

課題解決フォーラム

15：50 - 17：45

課題演習

埼玉県町村会情報システム共同化推進室長

総務省　地域情報化アドバイザー

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業アドバイザー

本山　政志  氏

発表・講評

講義

講義

意見交換
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講義

講義

討議

討議17：00 - 

入所

課題演習

15：30 - 

オリエンテーション・開講式

13：30 - 15：00

1
月

22
日
／
月

1
月

23
日
／
火

9：00 - 12：00

子ども家庭支援と虐待防止
～市町村に求められる役割～

西南学院大学人間科学部社会福祉学科教授

安部　計彦  氏

兵庫県尼崎市こども青少年局
子どもの育ち支援センター
児童相談所設置準備担当参事

荻野　勝己  氏

15：50 - 17：45

課題演習

13：00 - 15：35

関係機関とのネットワーク
～児童相談所の現場から～

虐待の定義、実態、引き起こすリスク

要因等を理解し、法改正により明確化

された児童福祉法の理念、市町村の役

割・責務、その具体的業務内容等につ

いて学びます。

児童相談所等における事例とともに、

市町村に求められる役割や課題等につ

いて学びます。

数人の演習班に分かれ、自主的なグ

ループ討議を行い、討議結果について

発表用資料を作成します。

児童虐待の未然防止、早期の発見及び対応において市町村に求められる役割、児
童を虐待から保護する法制度、関係機関との連携等に関する講義、演習等により、児
童虐待防止対策についての専門的知識の習得と実務遂行能力の向上を目指します。

日程 令和6年1月22日(月)～1月26日(金) (5日間)

対象 市区町村職員　中堅職員以上

定員 60名

経費 8,800円（食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和5年11月7日(火)

場所 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
千葉市美浜区浜田１丁目１番地

児童虐待防止対策

令和5年度 専門実務課程

市町村職員中央研修所　研修部

TEL 043-276-3126 FAX 043-276-8484 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

♧♧♧♧♧申込み・問合せ先

申込方法
※当研修所ホームページの「募集中の研修」より申込みを希望する科目を選択し、

｢電子申込み｣で申し込んでください。（「電子申込み」が難しい場合には、「研修　
受講申込書」に必要事項を記入の上、ＦＡＸにより送信してください。）

研修のご案内は「JAMP Newsletter」でも配信しています。 （https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/）JAMP Newsletter 検　索☞登録はこちら

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※当研修所では感染症の感染防止のための措置を講じた上で、研修を実施しています。
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発表・講評

M E M O

9：00 - 15：35

児童虐待事例の初期対応
～アセスメントの実践～

13：50 - 17：45

課題演習

9：00 - 12：00

課題演習

各班の討議結果を発表し、質疑応答

や意見交換を行います。その後、講

師から講評等をいただきます。

相談・通告の受付から支援に至るま

でのプロセスを理解し、虐待初期事

例をもとに、「アセスメント」と

「具体的対応法」について、演習を

交えながら、学びます。

12：10 -

修了式

社会福祉法人真生会理事・

特定非営利活動法人よこはまチャイルドライン支え手

小出　太美夫  氏

あきやま子どもクリニック院長

秋山　千枝子  氏

討議

講義

講義

討議

9：00 - 12：00

児童を虐待から保護する
法的仕組みと裁判の動向

虐待から児童を保護する法的仕組みや

児童虐待に関係する事件処理の実情に

ついて学びます。

医療機関で遭遇する児童虐待の実例を

もとに、市町村と医療機関とが連携し

た、早期対応の必要性とその課題など

について学びます。

13：00 - 15：35

関係機関とのネットワーク
～医療機関の現場から～

15：50 - 17：45

課題演習

くれたけ法律事務所弁護士

磯谷　文明  氏

あきやま子どもクリニック院長

秋山　千枝子 氏

1
月

24
日
／
水

1
月

25
日
／
木

1
月

26
日
／
金

講義・演習
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